
２
０
１
２
年
（
平
成
２
４
年
）
４
月
２
６
日
（
木
） 

地
方

行
政 

木
曜
連
載
地
域
力
と
地
域
創
造
㉕ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
そ
し
て
新
た

な
産
業 

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
視
点 

金
丸
弘
美 

食
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー 

北
澤
氏
を
「
囲
む
会
」 

「
北
澤
宏
一
先
生
を
囲
む
会
」
に
出
掛
け
た
。 

 

北
澤
氏
は
、
前
科
学
技
術
振
興
機
構
理
事
長
で
「
福
島 

原
発
事
故
独
立
検
証
委
員
会
」
の
委
員
長
を
務
め
ら
れ
た
。 

囲
む
会
は
、
同
委
員
会
の
報
告
書
が
完
成
し
た
こ
と
と
理 

事
長
の
任
期
が
満
了
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
こ
の
二
つ 

の
功
績
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
に
開
催
さ
れ
た
。
物
理
学
の
大 

学
関
係
者
を
中
心
に
１
２
０
人
ほ
ど
が
集
ま
っ
た
。 

 

民
間
の
立
場
で
事
故
を
調
べ
た
同
委
員
会
の
報
告
書
は 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
新
聞
各
紙
で
紹
介
さ
れ
、「
福
島
原
発
事
故
独 

立
検
証
委
員
会 

調
査
・
検
証
報
告
書
」（
デ
ィ
ス
カ
バ 

ー
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン
）
と
し
て
出
版
も
さ
れ
て
い
る
。 

発
売
後
間
も
な
く
１
０
万
部
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
電 

子
書
籍
も
出
て
い
る
。
今
後
は
米
カ
ー
ネ
ギ
ー
財
団
の
協 

力
を
得
て
翻
訳
さ
れ
、
世
界
に
配
信
さ
れ
る
と
い
う
。 

 

報
告
書
は
、
現
場
で
事
故
対
応
に
追
わ
れ
た
作
業
員
の 

体
験
を
中
心
に
ま
と
め
た
「
第
１
部 

事
故
・
被
害
の
経 

緯
」
、
官
邸
の
事
故
対
応
を
含
め
た
危
機
管
理
を
検
証
す 

る
「
第
２
部 

原
発
事
故
へ
の
対
応
」、
電
力
会
社
を
取 

り
巻
く
「
原
子
力
ム
ラ
」
の
構
造
や
成
り
立
ち
を
ひ
も
と 

く
「
第
３
部 

歴
史
的
・
構
造
的
要
因
の
分
析
」、
国
際 

協
力
の
枠
組
み
を
検
証
し
た
「
第
４
部 

グ
ロ
ー
バ
ル
・ 

コ
ン
テ
ク
ス
ト
」
か
ら
成
る
。 

 

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
原
発
事
故
の
直
接
・
間
接
的
な 

要
因
が
解
き
明
か
さ
れ
、
す
ぐ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー 

に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
読
む
と
、
事
故
は
起
こ
る
べ 

く
し
て
起
こ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
こ
で
指
摘 

さ
れ
た
問
題
点
が
す
べ
て
ク
リ
ア
に
な
ら
な
い
限
り
、
原 

発
の
運
転
を
再
開
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

福
島
第
１
原
発
事
故
を
め
ぐ
っ
て
は
、
同
委
員
会
の
ほ 

か
、
国
会
と
政
府
も
事
故
調
査
委
員
会
を
設
置
し
て
い
る 

が
、
そ
の
中
で
も
最
も
早
く
ま
と
ま
っ
た
報
告
書
で
あ
る
。 

 
北
澤
氏
は
、
民
間
の
事
故
調
を
引
き
受
け
た
理
由
と
し 

て
、
①
米
国
の
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
事
故
で
は
四
つ
の
事
故 

調
が
並
行
し
て
設
置
さ
れ
た
②
政
府
の
調
査
だ
け
で
は
信 

用
で
き
な
い
と
い
う
の
は
ど
こ
の
国
で
も
同
じ
で
あ
る
③ 

民
間
事
故
調
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
民
主
主
義
国 

の
特
権
で
あ
る
④
民
間
事
故
調
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
、 

国
際
社
会
の
信
用
を
得
る
た
め
に
ど
う
し
て
も
必
要
だ
と 

い
う
考
え
に
賛
同
し
た─

─

こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。 

 

現
に
、
民
間
の
報
告
書
が
先
に
公
表
さ
れ
た
こ
と
で
、 

こ
れ
か
ら
出
さ
れ
る
国
会
と
政
府
の
報
告
書
は
、
指
摘
さ 

れ
た
問
題
点
に
具
体
的
な
解
答
を
与
え
、
将
来
の
ビ
ジ
ョ 

ン
を
語
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う 

い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
今
回
の
報
告
書
は
大
き
な
意
義 

が
あ
っ
た
。 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
投
資
す
る
ド
イ
ツ 

 

「
囲
む
会
」
で
は
、
懇
談
の
前
に
北
澤
氏
が
「
福
島
以 

後
の
日
本
の
科
学
技
術
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。
こ
れ 

は
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
況
と
今
後
の
シ
ミ
ュ
レ
ー 

シ
ョ
ン
な
ど
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
大
変
興
味
深
い
内
容 

で
あ
っ
た
。 

 

例
え
ば
、「
子
孫
に
負
の
遺
産
を
押
し
付
け
な
い
」
と 

脱
原
発
を
決
定
し
た
ド
イ
ツ
で
は
、
国
民
１
人
当
た
り
年 

５
万
円
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
投
資
し
て
い
る
と
い 

う
。
日
本
の
人
口
で
考
え
る
と
年
間
約
６
兆
円
に
な
る
。 

日
本
の
電
力
費
は
年
間
約
１
５
兆
円
で
、
そ
の
う
ち
原
子
力 

が
同
４
〜
５
兆
円
と
推
測
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
自
然 

 

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
歩
け
る
中
心
市
街
地 

 



エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
投
資
の
ウ
エ
ー
ト
が
相
当
に
大
き
い
と 

い
う
こ
と
だ
。
２
０
５
０
年
に
は
電
力
の
８
０
％
を
再
生
可 

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
置
き
換
え
る
と
い
う
。 

 

ほ
か
に
ス
イ
ス
や
イ
タ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
も
脱
原 

発
の
方
針
を
打
ち
出
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転 

換
を
進
め
て
い
る
。 

 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
世
界
の
投
資
額
は
１
０ 

年
で
２
０
兆
円
。
０
４
年
か
ら
の
６
年
間
で
１
０
倍
に
達
し

た
。
こ
の
ま
ま
で
い
く
と
自
動
車
産
業
並
み
に
成
長
す
る
と

い
う
。 

 

こ
う
し
た
国
々
と
同
じ
よ
う
な
投
資
能
力
は
、
日
本
に 

も
十
分
に
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
決
断
を
国
が
行
わ
な
け
れ 

ば
大
き
な
転
換
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。 

 

北
澤
氏
の
話
は
、
ち
ょ
う
ど
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク 

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
、
高
知
県
梼
原
町
の
再
生
可
能
エ 

ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
て
来
た
ば
か
り
の
こ
と
も 

あ
っ
て
、
身
近
な
問
題
と
し
て
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。 

環
境
先
進
都
市
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク 

 

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
は
環
境
先
進
都
市
と
し
て
知
ら
れ
る
。 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
取
り
込
ま
れ
、 

そ
の
徹
底
ぶ
り
に
圧
倒
さ
れ
る
。
ま
ち
の
光
景
も
、
観
光 

客
の
誘
致
ま
で
考
え
ら
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
。 

 

多
く
の
住
宅
や
ビ
ル
に
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ 

て
い
る
。
団
地
は
採
光
を
考
え
た
設
計
で
緑
の
カ
ー
テ
ン 

に
覆
わ
れ
、
周
辺
に
は
樹
木
が
多
い
。
市
内
を
流
れ
る
小 

川
で
は
小
水
力
発
電
が
行
わ
れ
て
い
る
。
郊
外
に
は
風
車 

も
あ
っ
た
。 

 

生
ゴ
ミ
は
郊
外
の
埋
め
立
て
地
に
集
め
ら
れ
、
そ
こ
か 

ら
メ
タ
ン
ガ
ス
を
取
り
出
し
家
庭
用
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し 

て
使
わ
れ
て
い
る
。 

 

緑
化
さ
れ
た
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
周
辺
の
住
宅
地 

 

 

宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
で
は
、
太
陽
熱
に
よ
る
温
水
器
は
も 

ち
ろ
ん
、
地
下
水
の
温
度
差
を
利
用
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を 

得
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
で
電 

気
代
は
３
５
％
軽
減
さ
れ
た
と
い
う
。 

 

ま
た
、
自
転
車
と
路
面
電
車
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通 

を
優
先
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
お
り
、
市
街
地
で 

は
自
動
車
の
走
行
は
時
速
３
０
㌔
以
内
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
た
め
、
商
店
街
に
は
人
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。 

 

ま
ち
の
中
央
に
あ
る
教
会
前
の
広
場
に
は
、
日
曜
を
除 

い
て
近
郊
農
家
の
マ
ル
シ
ェ
（
市
場
）
が
立
つ
。
そ
の
周 

辺
に
は
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
。
広
場
に
は
車
が 

進
入
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

郊
外
か
ら
市
街
地
へ
の
通
勤
者
は
、
車
を
郊
外
の
無
料 

駐
車
場
に
置
き
、
そ
こ
か
ら
路
面
電
車
に
乗
り
換
え
る 

「
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
」
を
活
用
し
て
い
る
。
カ 

ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
も
盛
ん
だ
。 

 

路
面
電
車
や
鉄
道
に
は
改
札
が
な
く
、
簡
単
に
乗
り
継 

ぎ
が
で
き
る
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
車
両
は
低
床 

式
で
、
高
齢
者
で
も
乗
り
降
り
し
や
す
い
。 

 

市
内
に
は
、
近
郊
の
農
村
部
も
含
め
飲
料
用
の
自
動
販 

売
機
が
一
切
な
い
。
ま
た
、
深
夜
ま
で
営
業
す
る
よ
う
な 

飲
食
店
や
２
４
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
や
チ
ェ
ー
ン
店
も
な 

い
。 

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
市
街
地
の
路
面
電
車 

 



 
市
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
で
使
わ
れ
る
食
器
類
は
、
使
い
捨 

て
で
は
な
く
リ
ユ
ー
ス
。
市
内
か
ら
郊
外
ま
で
自
転
車
道 

が
整
備
さ
れ
、
そ
の
周
辺
の
緑
化
も
徹
底
さ
れ
て
い
る
。 

エ
コ
ロ
ジ
ー
や
循
環
型
社
会
に
つ
な
が
る
あ
ら
ゆ
る
も
の 

が
集
積
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
太
陽
電
池
や
リ
サ
イ
ク
ル
、 

リ
ユ
ー
ス
な
ど
の
産
業
を
生
み
出
し
て
い
る
。 

 

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
は
、
か
つ
て
近
郊
の
村
に
原
発
を
建 

設
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
住
民
の
激
し
い
反
対
運
動 

が
巻
き
起
こ
っ
た
。
そ
の
際
、
た
だ
反
対
す
る
だ
け
で
な 

く
、
ど
ん
な
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
の
か
、
大
学
も
含 

め
て
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
展
開
さ
れ
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ 

の
原
発
事
故
後
、
徹
底
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま 

ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
。 

 

こ
う
し
た
経
緯
も
あ
り
、
日
本
を
含
む
海
外
か
ら
の
視 

察
も
多
い
。
市
で
は
受
け
入
れ
態
勢
を
整
備
し
、
視
察
料 

も
し
っ
か
り
徴
収
し
て
い
る
。 

注
目
集
め
る
梼
原
町 

 

日
本
国
内
で
は
、
環
境
都
市
と
し
て
今
最
も
注
目
を
集 

め
て
い
る
の
が
梼
原
町
だ
。
愛
媛
県
と
の
県
境
の
山
間
地 

に
あ
る
。
森
林
率
は
９
１
％
。
人
口
は
約
４
０
０
０
人
で
、

高 齢
化
率
は
４
１
・
１
％
。
農
林
業
が
主
産
業
だ
。 

 

町
役
場
は
木
造
の
建
物
。
太
陽
電
池
が
導
入
さ
れ
、
冷 

房
に
は
地
下
か
ら
の
冷
気
を
活
用
す
る
。
ま
た
、
電
気
自 

動
車
２
台
を
役
場
で
利
用
し
て
お
り
、
充
電
器
も
設
置
さ 

れ
て
い
る
。
木
造
建
築
を
主
体
と
し
た
景
観
づ
く
り
に
取 

り
組
ん
で
い
る
。 

 

山
頂
に
風
力
発
電
施
設
が
あ
る
。
総
工
費
４
億
４
５
０
０ 

万
円
。
１
９
９
９
年
か
ら
稼
働
し
て
い
る
。
発
電
能
力
６
０

０
㌔
㍗
の
施
設
が
２
基
あ
り
、
売
電
単
価
は
１
㌔
㍗
当
た
り 

１
１
・
５
円
。
売
却
益
は
３
５
０
０
万
円
に
上
る
。 

 

一
般
住
宅
に
対
し
て
も
、
太
陽
光
発
電
の
設
置
に
は
１ 

㌔
㍗
当
た
り
２
０
万
円
を
補
助
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
購 

入
に
は
そ
の
４
分
の
１
を
補
助
し
て
い
る
。
さ
ら
に
森
林 

所
有
者
に
は
、
間
伐
を
行
う
と
１
㌶
当
た
り
１
０
万
円
を
交

付
。
森
林
の
活
性
化
と
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
削
減
に

つ
な
げ
て
い
る
。 

 

太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
し
て
い
る
の
は
、
役
場
を
は 

じ
め
小
学
校
や
交
流
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
施
設
な
ど
２
１
カ 

所
で
、
全
体
の
発
電
出
力
は
４
３
４
・
４
㌔
㍗
。
一
般
住
宅

へ
の
設
置
は
１
０
６
戸
で
、
設
置
率
は
６
％
。
発
電
出
力
は

４
３
４
・
２
２
㌔
㍗
だ
。 

 

ま
た
、
町
内
の
川
を
活
用
し
て
落
差
６
㍍
の
小
水
力
発 

電
施
設
を
設
置
。
出
力
は
５
３
㌔
㍗
で
、
中
学
校
で
使
わ 

れ
る
電
力
の
ほ
か
、
夜
間
は
街
灯
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。 

 

公
共
の
温
水
プ
ー
ル
で
も
地
下
１
０
０
㍍
か
ら
の
地
熱 

を
利
用
し
、
水
温
を
３
０
度
に
保
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を 

７
０
％
削
減
し
た
。 

 

０
８
年
に
は
、
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
交
付
金
事
業 

を
利
用
し
て
木
質
ペ
レ
ッ
ト
工
場
を
設
立
。
ペ
レ
ッ
ト
は
、 

ホ
テ
ル
や
温
泉
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
冷
暖
房 

機
・
給
湯
器
、
中
学
校
や
保
健
所
、
高
校
、
な
ど
の
ス
ト 

ー
ブ
、
農
家
の
園
芸
ハ
ウ
ス
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。 

 

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
制
度
も
導
入
さ
れ
、
排
出
権
取 

引
売
却
益
は
ペ
レ
ッ
ト
工
場
運
営
費
に
、
吸
収
量
取
引
の 

売
却
益
は
森
林
整
備
費
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

森
林
整
備
で
は
、
町
森
林
組
合
が
国
際
的
な
審
査
機
関 

で
あ
る
森
林
管
理
協
議
会
（
本
部
ド
イ
ツ
）
の
認
証
を
日 

本
で
初
め
て
取
得
し
た
。 

 

こ
の
ほ
か
、
▽
環
境
企
業
と
連
携
し
た
森
づ
く
り
事
業 

を
展
開
▽
町
産
木
材
を
使
っ
た
エ
コ
住
宅
を
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー 

ン
の
居
住
者
に
貸
与
▽
家
庭
用
油
の
廃
油
を
デ
ィ
ー
ゼ
ル 

に
利
用─

─

な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 

昨
年
の
福
島
第
１
原
発
事
故
以
降
は
、
全
国
の
自
治
体 

か
ら
議
員
ら
の
視
察
が
相
次
ぎ
、
こ
の
１
年
間
で
１
０
０ 

件
を
超
え
た
と
い
う
。 

さ
ま
ざ
ま
な
自
治
体
の
取
り
組
み 

 

で
は
、
ほ
か
の
自
治
体
は
ど
う
か
。
長
野
県
飯
田
市
で 

は
、
民
間
企
業
と
協
働
し
て
一
般
住
宅
に
太
陽
光
発
電
を 

普
及
さ
せ
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
る
。
鹿
児
島
県
大
崎 

町
は
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
し
、
人
口
１
０
万
人
未
満
で 

リ
サ
イ
ク
ル
率
が
４
年
連
続
で
ト
ッ
プ
に
。
富
山
市
は
路 

面
電
車
を
導
入
し
て
「
歩
け
る
商
店
街
」
の
形
成
に
取
り 

組
ん
で
い
る
。 

 

高
松
市
は
、
商
店
街
と
居
住
地
を
集
約
し
、
コ
ン
パ
ク 

ト
シ
テ
ィ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
。
福
岡
県
大
木
町
は
、 

生
ゴ
ミ
か
ら
の
メ
タ
ン
ガ
ス
な
ど
を
活
用
し
て
再
生
可
能 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。 

 

兵
庫
県
豊
岡
市
は
、
環
境
農
業
を
推
進
し
て
コ
ウ
ノ
ト 

リ
の
復
帰
を
成
功
さ
せ
た
。
北
海
道
上
士
幌
町
で
も
再
生 

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
方
針
を
立
て
、
景
観
に
配
慮
し 

た
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
ま
だ
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
ま
ち
全
体
の
景
観
や 

産
業
を
含
む
ト
ー
タ
ル
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
取
り
組 

み
に
は
な
っ
て
い
な
い
所
が
多
い
。
国
や
県
が
大
き
な
視 



野
で
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
転
換
す
る
必
要
が
あ
る 

し
、
具
体
的
に
取
り
組
み
や
す
い
制
度
設
計
も
必
要
だ
ろ 

う
。 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
考 

え
た
と
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
そ
し
て
新
た 

な
産
業
づ
く
り
の
視
点
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
は 

っ
き
り
し
て
い
る
。 

（
「
地
方
行
政
」
（
時
事
通
信
社
）
よ
り
） 

                     

     


